
会 議 名 第２回富来義務教育学校及び富来地域避難拠点施設整備（案）に係る町民説明会 

日   時 令和８年６月１９日（金）午後７時から午後８時５８分 

場   所 富来活性化センター １階 中ホール 

議  事  録 

飯田学校教育

課長 

それではご案内の時刻となりましたので、皆様には日中のお疲れのところ、第

２回富来義務教育学校及び富来地域避難拠点施設整備（案）に係る町民説明会に

ご参加いただきありがとうございます。ただ今から説明会を始めさせていただ

きます。それでは開会にあたり、稲岡町長よりご挨拶申し上げます。 

稲岡町長 （開会あいさつ） 

皆さんこんばんは。町長の稲岡です。本日は日中のお疲れのところ、遅い時間

にもかかわらず足をお運びいただき、誠にありがとうございます。皆様には大変

ご苦労をおかけしていることと存じます。とりわけ小学校の子どもたちは現在、

中学校の方を間借りして教育を受けているところですが、もともと高校として

建てられた建物のため、体の小さな子どもたちには大変不便な校舎になってい

ると思います。大変不便な教育環境において学びをしていることを本当に心苦

しく感じているところですが、そうした中で町としては発災前からの課題であ

った少子化の中で学校のあり方について検討してきました。発災前に開催され

た検討委員会の中で、富来地域に一校の小中一貫校が望ましいという答申を受

けました。発災後、その答申を生かして私の考えとしまして、この富来地域に教

育の場が必要だという判断の下、中学校は被災した校舎ですが、一部改修して使

っている状況であり、その場所に小中一貫の義務教育学校を建設することを決

定いたしました。令和１１年４月開校を目指して準備を進めています。地域の

方々に開かれた学校にしたいと考えており、本日はこれまでの進捗をお示しし

たいと思います。 

現在、基本設計がだいぶ形になってきたと思いますので、本日皆様にご覧いた

だき、さまざまなご意見を頂戴したいと思っております。これまで２回、義務教

育学校に関する説明会を開いてまいりましたが、その中で多くのご意見をいた

だきました。今回説明するのはハード面が中心ですが、これまでの説明会でいた

だいたご意見としてはソフト面が多かったかなと思っております。本年９月に、

そういったソフト面を主に検討する準備委員会を立ち上げる予定です。ソフト

面に関するご意見は、９月に設立される準備委員会で伺い、ワークショップ等も

開催してご意見を頂戴したいと考えています。本日は設計事務所の方々にお越

しいただき、これまでの進捗をお話ししたいと思います。今回の次第は前半に学

校及び避難拠点施設の整備（案）について、設計事務所の皆様からご説明いただ

き、その後ハード面に関する意見交換を行いたいと思います。その後、準備委員

会についてご説明します。本日は限られた時間ですが、皆様の忌憚のないご意見

を頂戴したく、開会の挨拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。 

飯田学校教育

課長 

次に本日の出席者を紹介させていただきます。初めに、先ほどご挨拶いただき

ました稲岡町長です。山森副町長です。間嶋教育長です。花島企画財政課長です。

本事業の設計業務を担当しております、株式会社五井建築研究所です。本日の司

会を務めさせていただきます、学校教育課長の飯田です。よろしくお願いしま

す。 

今日の説明会は、多くの町民の皆様にも様子をご覧いただけるよう、後日、志

賀町ケーブルテレビの「しかチャンニュース」で放送する予定です。皆様のプラ



イバシーには十分配慮いたしますので、何卒ご理解とご協力をお願いいたしま

す。撮影が気になる、写りたくないという方は、近くの職員にお気軽にお声掛け

ください。また、本日は議員の皆様にもオブザーバーとしてご出席いただいてお

ります。誠に申し訳ありませんが、時間の都合上、本日のご紹介は省略させてい

ただきますのでご了承ください。 

尚、本日の日程でありますが、終了時間は午後８時３０分を目安とさせていた

だきます。 

それでは本日の説明会の趣旨についてお話しします。先ほど町長のご挨拶に

もありましたが、本事業は現在、基本設計の検討段階にあり、これまでの説明会

や教職員との意見交換会、児童生徒へのアンケートなどでいただいたご意見を

参考にしながら、ハード面の素案をまとめたものです。 

本日の説明会につきましては、現時点での内容を説明し、皆様のご意見を引き

続き、今後の設計に生かしたいと考えておりますので、ご協力をお願いいたしま

す。 

それでは、お手元の次第に沿って進めます。まず初めに設計事業者の紹介を行

い、続けて設計（案）の内容説明を行います。五井建築研究所様、よろしくお願

いします。 

五井建築研究

所所長 

（事業説明 富来義務教育学校及び富来地域防災拠点施設整備（案）について） 

皆さまこんばんは。今日は説明会にご参加いただき、誠にありがとうございま

す。五井建築研究所代表の喜多と申します。今回、我々が設計を担当させていた

だきます。 

この義務教育学校で学ぶ子どもたちのために、町民の皆様の目線に沿った設

計を行っていきたいと思います。どうぞ改めてよろしくお願いいたします。皆さ

ん、我々事務所のことをあまりご存じないと思いますので、簡単に当社の概要を

説明したいと思います。弊社は、金沢市問屋町にございます。所員数は現在２８

名で、様々な資格を持った専門家がおり、今日は全部で６名がそれぞれの専門分

野で参加しています。創業は約７０年前です。金沢において多くの公共施設や民

間施設を手掛けてきました。現在も被災地での復旧や復興事業に携わっており

ますが、今回の志賀町の義務教育学校と避難拠点施設は、その中でも、非常に大

きなプロジェクトということで、会社を上げて取り組んでまいります。 

それでは、当社の実績を紹介します。こちらは、皆さんもしかしたらご存じか

もしれませんが、羽咋駅前にある「ラクナはくい」というにぎわい創出施設です。

こちらの設計を担当しました。いろいろな賞をいただいておりますが、現在も非

常に人気があり、多くの子どもたちや市民の皆さんが訪れているとお聞きして

います。 

次に、これは昨年完成したのですが、石川県の向陽高校の横に併設された、石

川県立特別支援高校になります。インクルーシブ、いわゆる障害のある子どもと

そうでない子どもが一緒に学べる施設です。一緒に学ぶことで新しく生まれる

ものを期待したい、そういう学校になっています。 

次に、金沢市の玉川公園、玉川図書館の隣に建った金沢市立中央小学校です。

かなり規模の大きな学校で、体育館などが地下にあり、駐車場も地下駐車場があ

ります。ちょうど隣に子ども図書館を併設しており、そちらも当社で担当してい

ます。 

次に、かほく市の七塚小学校です。こちらは既存の建物を長寿命化改修し、増

築した建物です。図書室などを設けることで学校の価値を高める取り組みです。 



次に、かほく市の外日角小学校です。こちらも長寿命化改修をしております。 

次の、金沢工業大学の国際高等専門学校は、皆さんがスキーで行かれたことが

ある白山瀬女高原の近くにあります。その前はかんぽの郷という施設があり、そ

の敷地内に建設されたキャンパスです。こちらの設計を一式、当社で担当しまし

た。 

次に、石川県立金沢桜丘高校です。こちらは丘の上にあり、設計を当社で担当

しました。 

それから、七尾市立山王小学校です。こちらは建設してからもう１０年ほど経

ちます。新築で建設を行いました。 

それから、金沢錦丘高校です。 

それから、小松市にある芦城小学校も、新築で建設させていただきました。以

上、学校建築を中心に実績を紹介させていただきました。弊社は学校ばかりを手

がけているわけではなく、いろいろな施設を担当しています。いろいろな施設を

手掛けることで、今回も学校に避難拠点施設があり、その中で町民の皆様が賑わ

いを取り戻すために何をすればよいか、どんなものなら皆さんや子どもたちが

喜び、ここから復興の芽が出てくるのかを考えながら設計を進めています。それ

では、施設の内容・概要について担当の方からご説明します。どうぞよろしくお

願いいたします。それでは、今回の内容についてご説明します。 

五井建築研究

所設計者 

今回の内容についてご説明します。 

まず配置計画、平面計画、内容、パース、最後にスケジュール等を説明し、お

よそ３０分間いただいて説明します。よろしくお願いいたします。 

まず配置計画についてです。こちらが全体の配置計画で、青で示している部分

が既存の校舎の位置になります。 

今回、配置する場所は既存の建物を避けた、現在のグラウンドとテニスコート

のある場所に計画します。今回の計画に伴い、領家町八幡線が東側に延長されま

す。東に行くにつれて坂を上っていく形になるのですが、その道路と今回の敷地

がちょうどフラットでつながる部分に、新しく正門を計画します。 

正門に近い場所に義務教育学校を配置します。また、現在の仮設住宅の場所に

拠点施設の駐車場を計画します。駐車場に近い地域に避難拠点施設を配置しま

す。ハの字に配置する避難拠点と義務教育学校を結ぶ「寄り合いの道」として通

路を設け、中央に「富来っこ広場」と呼ばれる多目的広場を設けます。こちらは

学校の行事や地域のイベント、災害時には炊き出し等の拠点としても使える多

目的広場になっています。 

ハの字の反対側には職員用駐車場を設けます。二つの建物を建ててから既存

の校舎を解体し、解体した場所にはグラウンドとテニスコートを計画していま

す。 

次に、動線計画になります。敷地内の薄く茶色く塗った部分、こちらは主に歩

道を表現しています。薄いグレーの部分、こちらが駐車場を表現しています。敷

地内は基本的には歩車分離を図っておりまして、生徒や地域の方々が安全に敷

地内を行き来できるような形で計画しています。動線について、義務教育学校で

すが、こちら正門から入りまして、歩いて登校するような形。それから、ほとん

どの方がバス通学という形で聞いております。こちらにバスが到着して、そのま

ま登校するような形、これが学校のメインのアプローチかなと考えてございま

す。あと、拠点施設についてなんですけれども、こちらに駐車場がございますの

で、車を停めてアクセスするような形、保育園側から歩いてくる形、学校が終わ



って生徒たちが「寄り合いの道」を通ってアクセスする形などが考えられます。 

次に車についてですが、車も正門から入ってそのままアクセスする形と、保育

園側から入ってアクセスする形の二通りを想定しています。北から南まで、ずっ

と敷地内を通れるように計画しています。今後、災害があった場合、地震で片方

の道路が分断されたとしても、もう片方から避難拠点施設や物資を搬入できる

など、そういったメリットを考えて、このような構成としています。その他、配

置計画のポイントとしては、まず、セキュリティ対策です。学校の昇降口横に守

衛事務室を配置して、来校者を目視で確認できるように考えています。また、常

時施錠対応し、来客はインターホンおよび電気開錠で対応します。 

また、敷地内の要所および各出入口には防犯カメラを設置し、敷地内に死角の

ないように検討しています。災害時の建物開錠に備え、避難拠点施設および義務

教育学校のメイン玄関付近に災害時緊急ボックスを設置しています。これは金

属製のＡ４からＡ３サイズくらいのボックスです。その中に学校や避難施設の

鍵、災害時の運用マニュアル等を入れておきます。暗証番号等で開錠できたり、

震度６以上の地震で自動的に開いたりするようにして、災害時にガラスを割ら

なくても鍵で開錠して入れるようにする予定です。また、津波災害時の避難につ

いては、地震発生から津波到達までが数分の場合、この場合は避難拠点施設の階

段、内部階段と外部階段から屋上の高所避難スペースへ避難できるように考え

ています。地震発生から津波到達まで時間がある場合は、一度外に出ていただ

き、皆さんが集まった後に敷地東側の階段を使って移動していただきます。その

階段を使って高台のように避難する、そういった形で考えています。これが全体

のイメージになります。こちらが正門で、正門から入って「寄り合いの道」を通

って避難拠点の方に向かう形となっております。中央には「富来っこ広場」を設

け、左側が拠点施設の駐車場を示しています。次に平面計画を説明します。まず、

義務教育学校の特徴についてです。「富来っこラボ」を中心とした学習環境で、

「富来っこラボ」は学校の中心に位置するラーニングセンターです。子どもたち

の探求活動を支える図書館機能を併せ持つ学びの拠点です。空間は１階と２階

の中央に中２階の高さで設け、学校全体を見渡せる学びの展望台となる位置付

けです。低学年から高学年までが自然に行き交う、開放的で立体的な学習環境を

形成しています。また、学校と防災地域利用の両立のため、地域開放エリアと教

室エリアを明確に区分し、災害時は避難区画として、平常時は地域の生涯学習の

場として活用します。 

こちらが学校の１階の平面図です。中央はエントランスホールで、入る前に大

屋根広場を設けました。こちらはピロティ空間になっており、雨や雪に濡れずに

登下校をできるような室内です。 

エントランスホールから入って正面に、「富来っこラボ」が設置されています。

「富来っこラボ」は中２階の高さに設置されており、その下部はすべて教員用の

倉庫、物品庫、作業スペースなどとして使われます。エントランスホールの左側

は守衛事務室です。グラウンドの管理や登下校の様子の確認、来客対応、防犯対

策を行えるようにしています。エントランスホールから入って右側は特別支援

教室で、４室確保しています。 

クラスルーム中央にトイレ空間が設けられています。前期４年ということで、

１年生から４年生までのクラスルームが配置されています。クラスルーム前に

は、それぞれワークスペースと呼ばれる広めの空間が設けられています。こちら

はクラスルームとして延長可能な多目的スペースになっています。クラスルー



ムの外、こちらテラスに直接出ることができ、そのまま菜園にもつながってい

る、とても明るく開放的な空間となっています。また、これらのクラスルームは

すべて南面しているため、明るく開放的な空間となっています。奥にはプレイル

ームを想定しています。こちらは低学年専用の遊び場兼集会室として考えてい

ます。「富来っこラボ」から左側の赤く囲まれた部分が、特別教室エリアで地域

解放エリアになっています。こちら２か所から特別教室エリアへ行くことがで

き、一番奥に保健室が配置してあります。保健室はグラウンド側から直接入れる

位置にあり、体育館からも近い位置、救急車が直接寄せられてそのまま対応でき

る場所に配置してあります。保健室の横には相談室が確保してあります。こちら

は、保健室登校の児童や、昇降口から登校しづらい子たちのための部屋です。隣

に地域開放玄関と職員玄関を設け、その並びにバス運転手の控室、トイレ、配膳

室を配置しています。 

配膳室にはダムベーターを設けており、２階にも配膳できる計画です。その並

びにランチルームと家庭科室を設けています。これらは一体利用も可能で、災害

時には炊き出しを行い、そのまま食事ができるように考えています。 

その奥には理科室が２つと会議室が設けてあります。会議室は地域開放エリ

アにあり、地域の皆様が会議や集会など様々な用途で利用できると考えていま

す。 

次に、学校の２階について説明します。校舎中央に「富来っこラボ」を設けて

あります。「富来っこラボ」の下側はちょうどエントランスの上になっており、

職員室を設けています。職員室からはグラウンドや登下校の様子が見え、来客の

行き来も確認できます。また、吹き抜けを介して各クラスルームも確認できるよ

う、中央に職員室を配置しています。職員室に面して管理者室も設けています。

校長応接室、職員用の会議室、職員更衣室、生徒会室、放送室といったものを管

理者室としてまとめて配置してあります。 

その職員室の横に、後期２年にあたる中学２年と３年、つまり８年生と９年生

の教室を設けています。その間にトイレを設けています。上の階には、中期３年

にあたる５年生、６年生、７年生の教室を設けています。２階についてはプレイ

ルームではなく、間に多目的教室も設けており、様々な教育に対応できる環境を

整えています。クラスルームの左側には、特別教室の地域開放エリアがありま

す。特別教室の上の方から、音楽室、図工・美術室、技術・プログラミング室を

用意しています。また、その間に静かな部屋やラウンジ等を設けています。 

「富来っこラボ」はオープンな図書空間になりますので、静かな部屋や壁に囲

まれた静かに学習できる空間も設け、各シーンに応じて様々な学習環境を用意

しています。特別教室棟から上に行くと渡り廊下があり、そこから２階の体育館

へ移動するようになっています。これが校舎内のイメージで、「富来っこラボ」

のイメージ図になります。職員室から「富来っこラボ」を眺めたような形で、中

２階の「富来っこラボ」や１階、２階の様子がすべて開放的に見える空間になっ

ています。 

一番上の北側のハイサイドライトから常時平均的な光が入り、常に明るく開

放的な空間を作り出しています。内部空間については、できるだけ県産材を使

い、ぬくもりのある暖かい空間となるよう配慮します。 

次に、避難拠点施設のご説明をさせていただきます。まず特徴ですが、みんな

で高める地域の防災力ということで、町民を対象とした防災訓練や防災教室、防

災士向けの研修会などを通じて地域全体の防災意識と対応力の向上を図る、そ



のようなソフトを考えています。また、エントランスホール「よりあいのみち」

ということで、１階のエントランスホールは災害時だけでなく、普段から地域に

開かれた多目的な空間としてご用意しています。図書ラウンジとして本に親し

んだり、カフェのようにくつろいだり、学習スペースとして静かに過ごしたり

と、様々な使い方ができます。誰でも自由に立ち寄れる、地域住民の交流や日常

の居場所となる開かれた場を目指しています。 

大ホールと小ホールは可動間仕切りで、大小４つのホールに分割可能なホー

ルを用意しています。防災教室、地域イベント及び文化講座などに利用できる想

定です。あと備蓄倉庫になります。今回の避難拠点施設への避難者の備蓄や、富

来地域に指定避難所がありますが、備蓄倉庫が整備されていない箇所もありま

すので、そちらの備蓄もできる広さを確保しています。 

放課後児童クラブとして、利用児童２６名分の大きさを確保しています。保育

室、事務室のほか、専用の更衣室とトイレ等を設置しています。キッズスペース

は、幼児から小学生までを対象に、年齢に応じた遊びのスペースを確保していま

す。災害時は子育て世帯の避難場所として利用できるように考えています。こち

らは避難拠点施設の１階の平面図です。左側が拠点施設の駐車場で、左側がメイ

ンのエントランスです。また、学校側からもエントランスを設け、２か所からア

クセスできるようにしています。薄い茶色で塗られた部分がエントランスホー

ル、図書ラウンジになります。図書の本棚で囲まれ、テーブルや椅子、ソファな

どが置かれた、自由に使える空間をイメージしています。弊社で設計した「ラク

ナはくい」の１階も同じような形なので、こういった空間をイメージしていただ

けると分かりやすいと思います。左側のエントランスに入ってすぐ近くに受付

を設置しています。ここから玄関と中央のエントランスホールを目視で管理で

きるよう配置しています。すぐ後ろにキッズスペースを配置しており、走り回れ

る広いスペースと、乳幼児がゆったり遊べる小さな遊具など、性格の異なる遊び

場を用意しています。授乳室や家族トイレも用意しています。 

受付から右手にカフェを設ける予定です。詳細は未定ですが、ソフトドリンク

や軽食を提供し、ドリンクを飲みながら本を読んだり学習したりできるように

考えています。その隣に学習スペースを用意しています。エントランスホールは

オープンな学習スペースと考えてください。本棚と壁で囲まれた、少し落ち着い

た学習スペースです。地域住民や近隣の学生が勉強できるような空間を想定し

ています。 

学校側のエントランスを入ってすぐ右側に、２階の体育館へ行く階段とエレ

ベーターを設けています。こちらは、平日は学校が行われているため、学校側に

は入れないようにシャッターを下ろし、エレベーターは鍵で施錠して、人が入れ

ないように防犯対策を講じています。その右側に児童クラブを用意しており、専

用更衣室やトイレ等を設けています。その並びに洗濯室を設けています。こちら

は児童クラブで汚れたものを洗ったり、避難拠点として使った場合に避難者が

使える洗濯場となっています。 

奥には大ホール・小ホールを用意しており、可動間仕切りで４つに分割できる

ように考えています。その並びで更衣室とシャワーを用意しており、例えばヨガ

教室や体操教室のときに着替えたり汗をかいたらシャワーを使ったりする形を

想定しています。また避難の際に、避難された方がシャワーとして使えるように

も考えています。建物中央にはトイレを用意しています。平日利用やイベント利

用、避難時の利用でもストレスを感じない程度の設備を配置するように考えて



います。 

その隣に調理室を設け、平日は地域住民の料理教室などを開くことを想定し

ていますが、災害時は、焚き出しの場として活用し、大ホールや小ホールで食事

を提供するなどの形で考えています。一番奥に備蓄倉庫を用意しています。こち

らは外から直接トラックで搬入できるようにしており、一部ピロティ空間にな

っています。荷捌き場や物資の一時保管庫として使えるような広いスペースを

確保しています。 

入り口に近い位置にスタッフ・ボランティア室をご用意しています。災害時に

は司令室として使う部屋ですが、平日使わない時は多目的室として利用できる

ように考えています。 

次に２階の説明です。２階は主に学校用途となります。右下の方からミーティ

ングルーム、トレーニングルーム、柔道場、部室、機械庫等を設けており、中央

には更衣室とトイレを設けてあります。また黄色い大きな部分はアリーナで、バ

スケットコート二面分の広さがあり、天井高は梁下で約１０．５メートル確保し

ています。 

一番奥にはステージと両隣に器具庫を配置しています。手前にキッズスペー

スの吹き抜けがありますが、キッズスペースは天井高の高い開放的な空間にな

っています。また、アリーナ２階から内部階段を通って屋上に出られるように計

画しています。 

避難拠点施設は外部階段で屋上に上がれるようにしています。海抜から約１

５～１６メートルで、ビル換算だと約４階分に相当します。１平方メートルあた

り１～２人で換算すると、約３００名から６００名が避難できる想定です。 

学校２階にも屋上へ行ける階段を設けており、こちらからも生徒が有事の際

に屋上へ避難できるようにしています。以上で平面図の説明は終わります。 

次に学校施設のスケジュールについてご説明します。 

だいたい６月いっぱいで基本計画を終える予定です。その後、実施設計に入り

ます。実施設計は６か月で、大体年末になります。それが期限となっております。

その後、積算期間を含めて建物を建てる各種申請を経て、令和９年の７月ごろを

工事開始の目安としています。 

工事はおよそ１８か月、１年半を見込んでおり、建物の完成は令和１０年１２

月末を想定しています。その後、既存の建物から学校備品等を移転して開校準備

を行い、令和１１年４月の開校を予定しています。 

引っ越し後に既存建物の解体工事が始まります。それを６ヶ月見込んでおり、

その後に新しいグラウンドと外構整備を行います。全体が完成するのは令和１

２年３月頃を目途に計画を進めております。以上がスケジュールの説明です。 

これで今回の内容のご説明を終わります。ありがとうございました。 

飯田学校教育

課長 

（意見交換） 

それでは意見交換に移らせていただきます。今回の説明会は、保護者と住民の

皆様を区別せずに開催しました。限られた時間ではありますが、できるだけ多く

の皆様のご意見・ご質問を受けたいと考えております。本日は保育園および学校

の保護者の方からご意見を受け付けたいと思います。 

つきましては、お一人につきご発言は原則一点とさせていただき、追加のご意

見やご質問がある場合は、改めて挙手をお願いします。ご発言の際には職員がマ

イクをお持ちしますのでお手を上げてお名前を言っていただき、簡潔にご発言

をお願いいたします。それでは保護者の方、ご質問・ご意見ございませんか。 



参加者 災害時の子どもたちの引き渡しについてですが、東日本大震災の時は非常に

困難だったと聞いており、このようなパニック状態のときに、うちの地震の時は

休みでしたが、そのときの受け渡し場所、例えば教室や隣の災害拠点の施設な

ど、どこを受け渡し場所にしてどう運用すればスムーズにできるか、そこら辺が

心配になっております。そのとき、一般の方とごっちゃになることがあります。

外部侵入者と言うと失礼かもしれませんが、一般の方とトラブルが起きないよ

うに、スムーズに対応できるかが問題です。そういう体制も整っているのかをお

聞きしたいです。 

五井建築研究

所所長 

災害時の子どもたち、生徒の受け渡しと仰いましたが、いわゆる保護者が迎え

に来る場所ということでしょうか。かつ、一般の避難者とちゃんと分かれて整備

されて、名簿を見ながら保護者の確認をして、無事に返すことができるかどう

か、そういう場所だと思います。おそらく運用面での話になるかと思いますの

で、実際には、先生方のご対応になろうかとは思うんですけれども、子どもたち

は災害時には学校で避難することに多分なると思いますので、おそらくそのま

ま、例えば１日ぐらい、もしくは長期に渡る場合もあろうかと思いますけど、基

本的には学校で生徒を保護者の皆さんに無事にお返しすることになると思いま

す。 

その場所が具体的にこの学校の施設のどこであるかについては、そこまでの

想定はできておりませんので、先生方のほうで、例えばランチルームなど、ある

程度のスペースが必要だと思います。そういった場所でメモを見ながら確認し

てお子さんをお渡しすることになるかと思います。 

参加者 はい、わかりました。ありがとうございます。 

間嶋教育長 補足させていただきます。現在の富来小中学校については、各校ごとに引渡し

のマニュアル・計画が整備されており、それに従って年に１回訓練も実施してい

ますので、この施設が完成しましたら、施設と避難状況に合わせた新しい対応マ

ニュアルのようなものを作り、対応させていただきたいと考えております。 

飯田学校教育

課長 

それでは、次の方、ございませんでしょうか。 

参加者 このスケジュールでは、避難拠点と学校を合わせて１年半で完成し、その後グ

ラウンド整備となっていますが、グラウンドに設置される遊具は、グラウンド整

備後に設置するという認識でよいでしょうか。 

五井建築研究

所設計者 

外構のスケジュールの中で、アプローチ広場駐車場があり、これは学校と同時

に仕上がるように考えています。大まかに言うと、この色の付いたところを先に

仕上げる予定です。既存の校舎はここにありますので、それが建っている中でこ

の建物を作って、アプローチや駐車場など、学校と拠点が使えるような外構まで

を仕上げる予定で考えております。ですので、こうしたところにある遊具やブラ

ンコ、滑り台、菜園などは、学校とこの拠点の建物ができると同時に完成させる

想定でおります。 

参加者 ありがとうございます。 

間嶋教育長 補足させていただきます。遊具関係についてですが、後ほど準備委員会の話を

させていただきます。その準備委員会の中に施設整備部会を設けます。施設整備

部会で、現在既存の遊具で使えるものと、どのような遊具を新しく設置するべき

かを検討していただきます。 

新しく設置するものや移設するものを決定し、どの場所に配置するかを施設



整備部会でも検討していきたいと考えております。 

飯田学校教育

課長 

それでは、引き続きご発言のある方はいらっしゃいませんか。それでは保護者

の方でご質問がないようでしたら、地域の方でご質問がありましたらお願いし

ます。 

参加者 全館冷暖房付きでしたよね。前提にして質問するわけではないですが、今、子

どもたちの間で不登校の子がいて、学校まではたどり着くけれども教室に入れ

ない子がいると聞いています。そのためのスペースは、先程の説明どおり「多目

的室」ということなのか、それとも特別支援で３つほど用意されている場所を利

用するのか、そのあたりはどうなっているのでしょうか。 

五井建築研究

所設計者 

保健室の横に相談室が２部屋用意してあります。その横に職員用の出入口が

あり、そこからすぐ入れる小さな部屋が２つあります。前面の特別支援学級とは

別に、エントランスホールの横にあるのは、肢体不自由や知的障害などの特別支

援が必要な子どもたちが入る場所です。 

飯田学校教育

課長 

全館冷暖完備でよろしいですね？ 

五井建築研究

所設計者 

基本的には教室や、子どもたちや先生が常時入れる部屋は冷暖房を入れる予

定です。体育館も入れます。 

飯田学校教育

課長 

ありがとうございました。他に地域の方でご意見はありますか。 

参加者 避難拠点施設について質問です。避難拠点施設の位置づけは避難所という扱

いでしょうか。もし避難所という扱いであったとすると、私は過去に震災のとき

富来中学校の校長をしており、地域住民の方がとにかく体育館で寒く、教室に入

らせてくれということで全ての教室に避難者の方が入りました。拠点施設の大

ホール・小ホールで避難された方が数日間寝泊まりできるような環境になって

いるのかどうかをお聞きしたいのですが。 

花島企画財政

課長 

企画財政課です。避難拠点施設につきましては、富来地域の拠点となる施設と

いう位置付けになります。ですが、各地区にも指定避難所は、各地区１か所以上

は設けるということで今の防災計画を見直ししておりますので地区には必ず１

か所以上はある。さらに、この拠点となる防災備蓄倉庫も備えた核となる施設を

今回設けるという位置付けのものです。 

大規模災害時には多くの避難者を収容できる施設として備蓄倉庫も備え、隣

接する学校も一部避難所として使用します。今回の資料に避難者の収容人数も

示されています。避難拠点施設では２８８名から３２０名、学校の避難について

は５６名収容で、最大３７６名を収容できる規模を想定しています。 

あくまでも大規模災害時の避難所としての機能を想定しています。大規模災

害がない場合は何も使わない施設にするわけにはいかないので、有効に活用し

ます。平時は町民が利用できる生涯学習機能を備えた施設とし、２階については

小学校の体育館、そして、１階には学童保育の施設もあり、保護者の皆様から要

望の多かった雨天時や、最近の猛暑で暑い日でも屋内の涼しい場所で子どもた

ちを遊ばせられるキッズスペースを設けるなど複合施設として有効な施設を検

討していただきました。 

五井建築研究

所所長 

先ほど、多分、空調等があるのかということかと思いましたが、先ほどお答え

したように体育館の方にもございますし、ホールの方にも空調を備えておりま

すので、避難所となっているエリアについては基本的に空調があるとお考えい



ただいて結構です。 

参加者 ただ今回、富来地域、志賀町は停電しなかったのですが、停電するとエアコン

は全く機能しませんよね。非常用電源などの構想はあるのかお聞きしたいです。 

五井建築研究

所所長 

最低でも３日間のエネルギーを蓄え、発電機を設けて空調を維持できるよう

に考えています。 

参加者 ありがとうございます。 

飯田学校教育

課長 

それでは、他にございませんでしょうか。 

参加者 環境衛生の面からお尋ねします。地震の日、私は先程の先生のところ（富来中

学校）に避難しておりました。元旦の日の避難者は２８６人ほどだったと思いま

す。ここにある避難拠点の大ホールと小ホールについてですが、空調があるとし

て、このような作り（説明会の会場である中ホールを指す）になっていますか。 

実は、今、避難した学校には高窓があり、私は学校環境衛生を担当しているの

で、その夜は換気のために高窓を開けました。こちらの避難所では、新型コロナ

ウイルスもインフルエンザも発生しませんでした。それと、お手洗いはその日の

晩から災害トイレを設置しました。 

１階のトイレの一部に足洗い場のような場所があったので、排泄物を入れた

袋をそこにすべて積み上げてもらいました。他を汚染しないよう配慮しました。

なのでこの避難所では感染症の流行は起きませんでした。しかし、同じような作

りの別の避難所ではコロナが蔓延して、隔離病棟になっていました。空調で空気

を循環させると、感染者を増やすだけになってしまいます。その点の配慮がされ

た建物でしょうか。換気を適切にしておかないと感染が広がりかねません。その

点についてお尋ねしたいです。 

五井建築研究

所所長 

災害時の避難所での感染症の防止という観点で今、大ホール・小ホール２階の

体育館についても換気ができるような窓をしっかりと設けております。今のお

話で、停電になったときに空調や換気がすべて止まってしまうと困ると思いま

すので、災害時にも非常電源で換気をしっかりと回せるように考えていきたい

と思います。それから、例えばトイレの問題等についても、今回、我々のこの計

画では高架水槽というもので、建物の屋上に水槽を設けています。なぜ上に設け

ているのかと言いますと、そこに一旦水を貯めて、トイレの水はある程度の水圧

が必要になるため、高いところであればその水圧が確保できるということで、高

架水槽を設置します。 

あと水の量ですが、上水道が止まったときに供給が絶たれてしまうので、高架

水槽に避難者の人数分の水を備蓄します。３日間必要な生活用水としての容量

を確保いたします。 

もう一つ、トイレが使えなくなる要因がありまして、下水道が止まることがあ

ります。例えば洪水などで下水が止まり、水が流せなくなる場合です。この施設

内のトイレには、地下に緊急用の水槽を設置し、一時的に汚水を貯められるよう

にします。普段は流さないため、３日分貯められる容量を確保して、最終的には

汲み取りをしていただくことになりますが、それでも上の水槽からの水を使っ

て流すことができ、一時的に外に流さずに貯められます。水洗トイレを維持しつ

つ、衛生面にも配慮することを考えています。以上です。 

参加者 ありがとうございます。もう一つだけ。実は学校の薬剤師は水質検査も行って

おり、前の中学校、今取り壊した前の中学校は高いところにあり、高架水槽でし



た。２００７年の地震のときに高架水槽が壊れて、下にあった体育館が水に浸か

り、プールのようになってしまいました。その点は大丈夫でしょうか。 

五井建築研究

所所長 

現在、設備機器類の耐震基準がかなり厳しくなっており、水槽の設置について

も建物と同様に地震に耐える強度のものを設置することになっています。それ

については、建物が倒れたときに一緒に倒れますが、まずないと考えていただけ

れば結構です。 

参加者 ありがとうございます。 

飯田学校教育

課長 

ありがとうございました。他にご質問ありますか。 

参加者 すごくオープンに開かれた、素敵な学校だと思っています。２階に静かな部屋

があり、読書や学習ができる部屋として設定されていると思いますが、隣はラウ

ンジで本を読めるスペースなのかなと思います。ただ、音楽室の横にあり、どん

なふうに遮音というか、そういう環境で何人くらい入れるスペースになってい

るのかが気になりました。ホームページに出ている子どもたちのアンケート結

果にも、静かに読書や勉強ができる場所が欲しいとありましたので、そのような

場所になっていればいいなと思っています。お願いします。 

五井建築研究

所設計者 

静かな部屋は音楽室に接していますが、音楽室に前室があり、二重の扉になっ

ています。音楽室から廊下へ音が漏れないよう、二重扉の前室があり、それにほ

とんど接しています。 

あと少し音楽室があるのですが、ここは遮音の壁をしっかり作りますので、こ

この音に関しては大丈夫だと考えております。この部屋の広さは６人用テーブ

ルが２つほど入りますので、１２人ぐらい入ります。ラウンジも同様に６人用テ

ーブルが２つほど入るスペースとなっております。以上です。 

飯田学校教育

課長 

ありがとうございました。他にご質問ありますか。 

参加者 今回は建物に関してなんですけど、志賀原発がありますので、今回の震災のと

きも多くの問い合わせがありました。その点で、建物自体が原子力災害に対応し

ているかどうかが気になっています。 

もし分かる範囲であればご説明をお願いしたいです。 

山森副町長 原子力の陽圧とか影響とかそういったことを仰っているのかと思うのです

が、そういった建物ではございません。 

参加者 発災時に原子力から逃げ延びるための建物ではないという認識でよろしいで

しょうか。 

稲岡町長 ご質問は、町内に１０か所ある防護施設のことかと思いますが、こちらの施設

は今、副町長が説明した通り、放射性物質を遮断する鉛のカーテンや、陽圧化に

よって放射性物質が入らない仕組みにはなっていません。こちらの施設は、避難

に時間がかかる方のための収容能力しか用意しておらず、全員が何日も放射性

物質から身を守るための施設ではありません。 

今の建物は、現行基準の震度６強まで耐えられる構造になっておりますし、屋

内待避というのは、放射性プルームと呼ばれる放射性物質を含んだ空気の塊が

飛んでいないときに退避するまでで、陽圧化や鉛カーテンまでの防護性は、ほと

んどの施設で用意できないのが現状です。 

参加者 ありがとうございます。一応範囲外なので、建物はそういう基準になっていま

せんが、風向きなどで放射性物質は周囲に舞うということで、その点は考慮され



ていないという理解でよいですか。 

稲岡町長 その風向きで動くのが、先ほど説明した放射性プルームですが、モニタリング

ポストで現在どの位置にあるか、どの流れになるかを把握した上で、今このタイ

ミングで避難してくださいという避難情報を出して、プルームが来ないときに

避難するというのが原子力災害時の対応です。 

詳細については、今年開催される原子力防災訓練でさらに詳しく説明がある

と思いますが、これまでの訓練は放射性プルームから身を守る本来の時間軸を

短縮して半日で行ってきたため、放射性プルームや放射性物質から身を守る方

法は、これまで現実から少し離れたやり方だったのではないかと思います。 

今年開催される訓練は現実に即した内容になると思うので、理解がさらに深

まると思います。そちらで詳しく説明させていただきたいと思います。 

参加者 ありがとうございます。 

飯田学校教育

課長 

ありがとうございました。他にご質問ありますか。 

参加者 今の件ですが、屋外の運動場で子どもたちが運動しているときに事故が起き

た。いち早くそれを測定するものが施設にあれば、早く少なくとも屋内に呼び込

むことができると思うのですが、セシウムを測定する機械はないのですか。あれ

ば設置してほしいと申し上げているだけです。 

私の経験を申し上げます。東日本大震災のときに東京湾にセシウムが入って

きた。そのときは屋外で運動することをやめてくれと言うので全部ストップす

ることがかなり続いたんですよ。結果としてそれが良かったか悪かったかとい

う問題ではなく、事前にそう言われないようにプロテクトする方法はないのか

と、結局、気象庁かどこかの発表を待って運動をすべきかどうかを判断するとい

うことがあるのですね。原発事故はあってはならないことですが、安心安全の観

点から事前に対策ができれば子どもたちを守ることができるのではないかとい

う思いで発言しました。 

飯田学校教育

課長 

学校教育課長の飯田ですけれども、原子力発電所に何かあった場合、先ほど言

われたプルームが発生した場合は、県内３０数か所、発電所を中心に観測地点が

あります。それは町や県の危機対策課でも把握しています。その状況を見て「こ

こに入っているから外へ出るな」といった指示は出せると思います。現状、原子

力防災センターが１０数か所ありますが、そこに設置されている機器はピンポ

イントの話なので、そこで感知してからでは遅いです。ですので、県の方で３７、

３８あったと思いますが、全体の観測を見ながら対応しますので、ご心配される

ことはないかと。 

参加者 地理的な事故が起こりうるので、そうした点も含めて対応していただきたい

と思います。 

飯田学校教育

課長 

発電所内にも監視器が多数あり、県内にも多く設置されていますので、監視は

行われています。これらは電力が設置したものではなく県が設置したものです

から、監視は継続しています。 

参加者 ここの全体配置図にもありますし、鳥瞰イメージ図にもイメージとして載っ

ているんですが、ここにある都市計画道路領家町八幡線改良事業、この事業につ

いては五井建設さんが関係されているのか、行政の方で進められる予定なのか

わからないんですけど、ここら辺の概要というか、期間などが分かっていました

ら、この場で言える範囲で結構です。都市計画道路というと町道になるのか、県



道になるのか、分かる範囲でお願いします。 

飯田学校教育

課長 

こちらはまち整備課の担当ですが、学校と絡んだ補助事業で進めています。先

ほどもありました建物の工事をするにあたり、既存の学校から仮設の道路は付

けますが、大型車はなかなか入っていけなくなりますので、現在も用地買収を進

めています。そこの用地買収が終わりまして、１軒、立ち退きをお願いしなけれ

ばならない家がありますので、そこが移動されたらすぐ前の角までだったか、工

場のところまで大規模工事を行います。今、示している鳥瞰図の方は第１期工事

が終了したまでとなっておりますが、その後、２期工事として、カドリールの工

場跡地からＡＤエンジニアリング前の通りまでをつなぐ予定です。工事と並行

して上水道と下水道も整備していくので、それも国の補助金の対象になります。

単年度で一度に進められないので、２年かけて整備していく予定となっており

ます。 

参加者 私、ちょうど地元ですから前から測量されているのも見ていますし、興味があ

って質問させてください。ここが第１期工事になるんですか、このカドリールさ

ん。 

飯田学校教育

課長 

今の地権者のところから、あそこの直線が第１期工事です。 

参加者 今の中学校は横切る感じで、ずっとカドリールを上がっていくということで

すか。 

飯田学校教育

課長 

今の中学校前に住宅がありましたよね。あそこよりもう少し、本当に地権者の

真上です。その真上をカドリールの上を直線で上がっていきます。 

参加者 そこの用地買収を今、進めているというのは、あそこをよく知っている人なら

分かると思いますが、ここはすべて富来領家町の区有地になっているので、そこ

との話を進めて、それで用地買収が決まって、それで拡張工事がいつから始まる

かを一番知りたいのですが。 

飯田学校教育

課長 

用地買収の方は今、交渉していると聞いています。そこの地権者がどなたかと

いうのを私は知りませんけど、まち整備課の方で全部把握して、地権者の方に測

量してよろしいか許可を得て敷地に入っております。工事の開始時期について

は私も分かりかねます。 

参加者 地権者のことはよく知っている人なので、特にいつから始まるのか、用地買収

も含めていつから始まるのかという点に興味があり、確認させていただきます。   

中学校の件は同時に始まるわけではないんですか。 

飯田学校教育

課長 

先に中学校前にあった住宅のあたりに仮設道路を作ると聞いています。 

参加者 来年、令和９年７月から約１８か月、この辺りから始まるということですか。 

地権者や地元の区、近所の方について、私は特に関心があるのですが、そうい

った説明は今回のような場であるのでしょうか。 

飯田学校教育

課長 

担当課にご意見を伝えておきます。 

参加者 決まりなどが分かりましたら、教えていただきたいです。よろしくお願いしま

す。 

参加者 このスケジュールを見たところ、中学校では陸上競技や女子のテニス、学校の

体育の授業、校外での活動があり、このスケジュールだと開校が１１年４月にな

っていて、約２年くらいは外での生徒の活動ができないというスケジュールに



見えるのですが、この点をご説明いただけないでしょうか。 

間嶋教育長 予定表について、その期間は運動場が使えない状態になります。代替として町

の陸上競技場とかを考えておりますし、それらの方法をまた考えていきたいと

考えております。 

参加者 五井建築さんに質問します。２階平面図４００分の１、このページで職員室の

位置ですよね。今ほどの説明では、グラウンドが一望できるというふうに言われ

たと思うのですが、鳥瞰イメージに出していただけますか、これで見ると、子ど

も広場でしょうか、確かあったかと思うんですけれども、そこは死角になるんじ

ゃないかなという気がします。 

富来っこ広場ですか。今の鳥瞰図の子ども受け渡しの場所の中央あたりが職

員室になるかと思うんですよね。その横は校長室や会議室で、そちらは見えない

ようになってますよね。右側の方向です。富来っこ広場は見えないですね。低学

年の子どもたちがいれば、あえてこの富来っこ広場で遊ぶのではないかと思い

ます。それを一番角にもってくれば、グラウンドが一望できて非常に良いのでは

ないかと。職員室から全体のグラウンドが見渡せることは大事だと思います。 

私は職業柄、かつて体育の教員をしていたので、本来なら体育館のホールにも

体育教官室があり、フロア全体が見えるといいと思います。学校の体制として

は、体育の先生も中学校の場合は第１職員室で、他の先生方と一緒にいることが

多いですが、県立高校の場合は大体、体育教官室があり、体育館が一望できます。

一番建設上まずいのは、グラウンドが見えない体育教官室だと考えています。そ

の点はどうでしょうか。 

五井建築研究

所設計者 

おっしゃる通り、左下の方は運動場として見えにくくなっていると思います。

ここの配置にした理由は、今、中では、富来っこラボという教養空間、図書室を

兼ねた教養空間、教室群と特別教室を全体が見やすく管理しやすい位置に配置

しており、こちらがアプローチ空間になっています。 

子どもたちの通学の状況、スクールバスが来たり、歩いてきたりする様子がこ

こから見やすいという理由で、ここに配置していましたが、おっしゃる通り、運

動場の方も、もう少し検討すべきだと考えています。 

参加者 一番まずいのは、事故があったときに直ちに対応できず、気づかないことで

す。これは大きな問題になります。本当に。事故があった場合に先生方が気づい

て救急車を呼べるかどうか、事故後にその点が問題になることが多々ある。 

五井建築研究

所所長 

グラウンドに向けては監視カメラ等も設けているが、それがすぐに見られる

かと言われると、監視はできる状況にしています。 

参加者 今の志賀中学校は職員室からグラウンドが見えないんです。いつも廊下から

２人体制でずっとグラウンドを見ていました。私が夏休みに見学に行ったとき、

カメラで不審者と間違われて教頭がでてきました。 

飯田学校教育

課長 

時間も参りましたので最後のご意見とさせてください。 

参加者 津波の話を少し質問させてもらいます。高所避難スペースのフロアレベル、海

抜１５、６メートルという設定なんですけれども、どういう議論があって、そう

いう設定にされたのかというのを教えてもらいたいと思います。 

あと道路に一旦出て、高台避難というのが、書いてはあるのですが、津波の場

合、何メートル以上なら１００％安全というのはおそらくないと思います。どの

ような設定があったのか、その点を少しご紹介いただければと思います。 



花島企画財政

課長 

この建設予定地は、県の津波浸水想定区域図によると、能登半島地震による津

波で最大高さが５．２メートルと推定されています。現在、６メートルの津波を

想定しており、２階や屋上への垂直避難と高台への迅速な移動で避難すること

を前提としています。しかし、想定を超える地震もあり、北陸電力の津波想定で

は１２．６６メートルと示されており、新聞にも出ていました。想定を大きく超

える津波が発生する可能性があります。 

山森副町長 少し補足させていただきますと、まず北陸電力の１２．６６メートルというの

は原子力発電所前の地点で、机上で全部の断層が一気に動くという想定による

ものです。机上の想定の津波を計算したときに、原子力発電所のプラント前で１

２．６６メートルという数値を、原子力規制庁に説明したというものになりま

す。それが実際に我々が想定すべき地震や津波の高さかどうかは、まだ誰も決め

ておらず、確定しているものではありません、というのがまず一点目です。 

現地の敷地の高さは５．６メートルです。そこからすぐに津波が来る場合は垂

直避難しかなく、垂直避難用の積み上げ高さは大体４メートルぐらいの階高で

積み上げて、今１５メートルということなので、仮に北陸電力の１２メートルよ

りも結果的に高くなっているという状況になります。 

大事なのは、津波の場合は高台へ避難することが最優先であるという点です。

訓練などで子どもたちが確実に逃げられるよう、階段を整備して適切に避難さ

せてください。間に合わない場合は上に逃げてください。基本は高台へ避難する

想定です。 

飯田学校教育

課長 

（その他 富来地域学校づくり準備委員会 組織体制（案）について） 

それでは最後に、その他として、教育長から準備委員会に関わる今後の予定に

ついてご報告します。 

参加者 その他にソフト面の大事な話があるんやね。私はこの進め方は反対です。１時

間半かけて両面（ソフト・ハード）やらないと、１回目の会合を受けて皆さん２

回目に来ているんです。だって１時間半の説明の中で、もう一つ大事なのはソフ

ト面の準備委員会です。 

第１回で私も教育長さんも町長等も確かに話をしたが、そのことが全然反映

されていない。これを見ると今から説明すると思うけど、そうすると時間をオー

バーするのではないか。皆さんに諮って、折角、集まっているんだから時間をと

って一番大事なこと、この学校をどうするのか、それを是非やってほしい。嫌な

ことを言ってすみません。 

飯田学校教育

課長 

こちらの説明不足で申し訳ありません。 

参加者 ９月の準備委員会では遅いと言っている。それと教育長。１９日今日何の会議

があったか知っているか。富来中学校振興会の総会だった。 

間嶋教育長 申し訳ございません。 

参加者 懇親会も断ってみんなここに来ている。教育委員会と現場はもっと連携を密

にしていかないと。耳の痛い話をするが、是非、教育長にはこれから小・中学校、

現場の人たちと教育委員会が一緒になってやらなければならないのに、ガチン

コをしていて迷惑をかけている。 

それからもう一つ、時間を確保してやるなら土曜日か日曜日だ。休みの出やす

い日、教育委員会も休日に出てこないといけないから大変だけど、やはりそのく

らい時間はとって町民に示してほしい。いらんこと言いましたが課長よろしく。 



飯田学校教育

課長 

ご意見賜りました。 

間嶋教育長 お疲れ様でございます。貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

準備委員会の今後の取り組みについて説明します。資料の一番最後のページ

にもありますので、そちらを開けてください。 

今ほど、ご意見もございましたが、これまでの保護者会や住民説明会で皆様か

ら、住民の声を聞いて学校づくりを進めていただきたい、地域の特色を生かした

カリキュラムなど、学校づくりに関わってソフト面の協議を早めに進めてほし

い。また、継続的に意見交換できる協議会を開催してほしいなどの要望をいただ

きました。その点につきまして、先程、遅いという意見もいただきましたけれど

も、当初、令和９年の４月に発足を予定しておりましたけれども、その意見をい

ただきまして、現在、９月に発足する予定で検討を進めているところですので、

その概要について説明します。また、準備委員会の名称は、地域全体で学校づく

りを進める趣旨を大切にしたいと考え、「富来地域学校づくり準備委員会」とし

ました。 

次に、開校に向けた準備委員会とその下部組織として専門部会を４つ、総務、

教育課程、ＰＴＡ・地域連携、施設整備の４部会を設置することとしました。 

準備委員会の設置期間は、令和９年から開校までの令和１１年３月を想定し

ております。役割としては、開校に向け必要な事項の検討・調整を行い、学校運

営、教育内容、施設整備に関わる基本方針を策定・徹底することです。 

体系図には表記しておりませんが、委員の構成は、小学校・中学校及び保育園

の保護者代表、学校長、保育園の所長、地域代表、小学校・中学校の学校評議員

代表、学識経験者、議会議員代表などからなり、２０名程度を予定しております。 

専門部会は、開校に向けた業務を分担して調査・検討するものです。委員は小

中学校関係者、小中のＰＴＡ代表者、地域代表で構成します。総務部会は主に校

名、校歌、校規の制定など学校総務に関わることでございます。教育課程部会は

教育課程や学校行事など、特徴ある学校づくりに関することを担当します。ＰＴ

Ａ地域連携部会はＰＴＡ関係や地域連携事業に関することを担当します。施設

整備部会は施設、教材、備品など施設整備に関わることを担当します。 

その下に示していますが、地域住民や保護者との意見交換会の場を設定し、情

報共有を位置付けております。地域の特徴を生かした学校づくりについて、専門

部会の協議内容を定期的に検討し、ワークショップ形式の意見交換の場を設け

たいと考えています。保護者や地域住民の皆様にご参加いただき、例えば特徴あ

る学びや学校行事、地域連携事業、ＰＴＡのあり方などをテーマに協議し、保護

者や地域の皆様とともに学校づくりを進めてまいりたいと考えております。 

また、準備委員会や専門部会、ワークショップ等の情報、協議内容、資料、議

事録などは定期的に準備委員会だより、町ホームページ等で公開し、住民の皆様

との情報共有を進めたいと考えております。最後に、この後の予定ですが、なる

べく早く、組織体制や運営面の詳細を決定し、７月から８月に各団体への説明と

委員の依頼を行い、町議会９月定例会へ報告・説明したのち、第１回の準備委員

会と各専門部会を開催したいと考えております。 

このような形で、教育課程や特徴ある学校づくりについて、取り組みを早期に

進めてまいりたいと思います。詳細が決まりましたら改めて説明会を実施し、そ

の際にご説明いたします。私からは以上でございます。 



参加者 こういう形で言いたくなかったんですが、町長さん、教育長も前回の第１回目

の町民説明会でいろいろ話をして、教育長にお願いしたところ、７月から準備委

員会を始めるという話でした。そして私が要望したのは、皆さんと同じで、令和

９年から開校してほしいということです。校舎は先ほどの説明どおり１１年に

新築していただく。今私も聞いていて、羽咋のラクナ。何度も行きましたし、担

当課長からも話を聞きました。本当に業者と市の担当の方といろいろ協議して、

良いものができたと思います。私もそう思います。孫を連れて何回も行きました

が、本当に素晴らしいと思ってます。期待しています。それと同時に、校舎が完

成しなければいけないと前にも言いました。小中一貫の義務教育学校はできな

いのか。現在は、残念ながら地震で一緒に住んでいるわけです。高校の校舎だか

ら非常に都合が悪いのは分かります。門前は１年で開校しました。中学校の校舎

です。小学校を２つ統合したもので、小中一貫にして三つの学校を合わせて１年

でやったんです。その中身については全然聞いていないので分かりませんが、そ

れだけのスピード感でもう進んでいるんですね。そして新聞に門前学校の行事

の取り組みなどが出てきます。それを見ると本当に私は残念で仕方ありません。 

本当に、私たちはもっとその先に検討委員会を設け、残念ながらコロナや地震

で遅れましたが、少なくとも１１年、３年まで待てと言って、現場の子どもや親

に納得させられるでしょうか。その制度の良いところは取り入れて、都合が悪い

点はあるとはいえ、なぜやらないのか。現在、学校に通っている子どもたちに、

小中一貫義務教育学校の良さを、もちろんデメリットもありますが、良いところ

だけを取り入れて、何とか進めてください。本当に私もいつまで生きているかわ

かりません。もう８０近くになりました。富来の子どもたちにやはり未来や希望

を持てるような学校に、今から準備段階として校舎の準備はもちろん、制度の良

さを生かして進めてほしい。本当に心からそう思う。 

今回は保護者の説明会がなかったので、そういう意味で皆言いたいことがた

くさんある。町長さん、教育長さん、私だけでなく皆さんの思いを何とか実現し

てください。９月じゃあ本当に４月から開校できるのでしょうか。本当に難しい

と思います。教育長さんは、４月開校のつもりで進めるつもりでしょうね。 

稲岡町長 これまでの説明会でも同様のご意見をいただいていたと思いますが、先ほど

のご意見があったから準備委員会を前倒して設立することにしたわけで、決し

て意見をまったく取り入れていないわけではないことをまずご理解いただきた

いと思います。それと冒頭にお話ししましたし、先ほどのご意見のとおり、高校

の校舎を小学生が使っている現状は何とかしなければなりません。冒頭の話ど

おりですが、今回はまずハード面を早く整備することが主な説明事項になりま

す。今回の説明会はそのためのものです。 

ハードに特化した説明会になりましたが、準備委員会の中でソフト面は今後

進めていけばいいと私は思っています。４月開校が現実的かは分かりませんが、

ハード以外の面で早く開校する方法もその中で検討していけばいいと思いま

す。冒頭で話したとおり、ワークショップ等もその委員会内で開催しますので、

そこでもっと時間を作っていただいてお話しいただければいいかなと、私個人

的には考えております。この続きは教育長に渡します。 

間嶋教育長 ただいま町長からもありましたが、今回の説明会は設計面に限って説明し、保

護者や地域の皆様からの意見を今後の設計に生かすという趣旨で開催しまし

た。準備委員会については先ほど説明しましたが、まだ検討中です。中身が決定



次第、ソフト面の説明会の場を改めて時間をとって設定する形で分けて説明し

たことが１つでございます。 

それから義務教育学校の早期の移行の件ですが、その件に対して、教育課程や

特色ある学校づくりを十分な時間をかけて進めてほしいという意見も多くあり

ます。そういった２つの点については、義務教育学校の移行時期について町長と

協議し、移行時期は開校として１１年４月と考えております。理由の一点目は、

新校舎の建設が関わってくることです。 

先ほどご意見がありましたが、門前中学校では施設の被害が少ない状況です。

また、門前中の施設には小学校の子どもたちが十分入るキャパシティがありま

す。富来小中の場合は校舎が大きく被災しています。今、小学校が手狭になって

おり、非常に窮屈な状況です。キャパがありません。そのため新校舎を建設する

ことになりました。新校舎を建てる前に義務教育学校に移行すると、その校舎を

使って義務教育学校ができるという形ができてしまいます。そうしますと、これ

から建設に入りますが、補助金の面で、国からの補助金が、義務教育学校が出来

た場合、補助金が難しくなるのではないかという危惧があります。それが一点で

す。 

それから早急に義務教育学校の形を作る一方で、保護者の方々からは、教育課

程や特色ある学校づくりについて時間をかけて進めてほしいという意見もいた

だいております。 

従いまして、準備委員会をきっちり作り、保護者や地域の方にも入っていただ

いて学校づくりを進めていきたいというのが一つです。中身をしっかり作って

から、義務教育学校に移行するということです。 

現実的に施設一体型の小中一貫教育学校になっております。そうした場合は、

前回の説明会で参加者がおっしゃっていましたが、例えば教員配置の面で校長

は２名、それから養護教員とか、教員の配置に余裕がございます。そういう余裕

がある形で、先生方の配置の面でも手厚い支援ができるという形ですので、引き

続き２年間は施設一体型の小中一貫校という形で進めていきたいと教育委員会

では考えております。 

ただ、現実的に令和６年度から中学校に小学校が入っておりますので、令和６

年度からできることは順次、教育課程や学校行事、ＰＴＡの関係も順次進めてお

ります。施設一体型の小中一貫という形にさせていただいて、その中で富来義務

教育学校の教育課程や特色については、準備委員会でしっかり議論を重ね、富来

にふさわしい学校を作っていきたいと考えています。令和９年、令和１０年は現

状の施設一体型の現状の一貫校とし、移行は開校と同時の令和１１年４月とし

て教育委員会として考えていますので、ご理解のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

参加者 町長の話と違うが。町長はできるだけ早くなんとかしたいと言っている。仮校

舎では制度は導入できないのか。なぜできないのか。 

間嶋教育長 制度は導入できますけれども、今の被災している校舎で義務教育学校に移行

すると、そこで富来の義務教育学校は出来上がってしまいますから、新しい校舎

は要らない。 

参加者 それはおかしい。創意工夫をしながら、義務教育学校をハード面ができるまで

待って、子どもたちを育てる。 

間嶋教育長 それがこれから行う準備委員会です。 



参加者 それが遅いと言っている。 

間嶋教育長 遅くなりましたけれど、しっかりと進めます。 

参加者 一番の問題は、あなたの技量を問うているということです。あなたはどういう

学校をつくるのか。町長さんは無理だ。町長になって間もないから。 

あなたは令和５年の時から中高一貫の担当をやってきたわけでしょ。町長さ

んは判断できるはずがない。もう一度問いたいのは、あなたはどんな学校を作り

たいのか、どんな子どもたちを育てたいのか、それを問いたい。 

間嶋教育長 それは、私もふるさとは富来でございますので、富来の子どもたちが未来のあ

るしっかりとした子どもたちを育てたいと考えております。 

参加者 えげつないことを言いますが、綺麗ごとはどうでもいい。本当ですよ。もう２

年半が経ちました。皆さんここにおられる方々は、本当に素晴らしい子どもを育

ててほしいと言っている。 

間嶋教育長 その思いは教育委員会も全く同じです。 

参加者 あたりまえだ。本当に。どこで目を覚ますんだ。 

参加者 先ほど私の名前を教育長が出されましたが、加賀市の教育改革が素晴らしく、

全国的にも注目されている。私は教育長のような教育のベテランではありませ

んが、それを見ると９年間の教育は高校を前提に積み上げている。高校は何を目

的にしているかというと大学ですね。そうしますと今、小学校の４年生くらいか

らコンピュータなど技能をもった子たちを養成してきている。最後に行きつく

ところは、センター試験に情報という科目が入れられるんです。そこに向かって

教育を出されている。 

それが今、１年遅れれば富来の子たちは遅れる。そういう不利益が出てくるの

で、早くしてください。それ以外の何物でもないです。ですから、本当に大変か

もしれないが色々工夫して、そこに持っていかなければいけないし、現実には現

場の先生方がいらっしゃる。現場の先生と地域が連携する。そういうものを結ん

で、地域の人達がこの学校を育て上げていく。そういうことをやんなきゃいけな

い。それを明日からでもやってほしいということなんですよ。加賀市の取り組み

を参考にしていただきたい。 

間嶋教育長 準備委員会でしっかり取り組んでいきたいと考えております。 

飯田学校教育

課長 

本日は活発なご意見をいただき、ありがとうございました。 

この後は、今回の件に限らず、本日の次第の裏にＱＲコードを印刷してありま

すので、そちらでアンケートによるご意見を受け付けます。受付期間は７月１５

日までとなっておりますが、皆さんのご意見をお待ちしています。以上で説明会

を終了します。 

お帰りの際は忘れ物のないようお気を付けてお帰りください。ありがとうご

ざいました。 

 


